平成23年度　第三回理事会議事録
日本OP第4-11-1号
日時：平成23年4月2日（土）10:00～17:00
場所：　新大阪丸ビル　本館　４Ｆ　４１２号室
参加者：参加者
占部副会長、周東監事、秋山監事、濱本理事長、矢野理事、榊原理事、長堀理事、牟田口理事、土居理事、深沢理事、花田理事、田中理事（順不同）

議事録
榊原理事
確認者
土居理事（東日本）、花田理事（西日本）
欠席：　河内理事
議事に先立ち、議事録作成者を榊原理事、確認者を土居理事（東日本）、花田理事（西日本とし、濱本理事長が議長となり審議に入った。
審議事項

議題1　海外派遣に関わる事項について
(1) 海外派遣の実施可否について
1 ＮＴ派遣は実施することとする。

＜討議内容＞

(a) ユニバーシアード、ユースは実施の方向で動いている。

(b) 選手の立場からすると、ワールドをはじめとした海外派遣を目標に選考会に出場する選手は、この数カ月苦しい練習に耐え目標をもって取り組んできたため派遣を行いたい。

(c) 保護者の立場からも、同様の声は多数ある。

(d) 現状、国内の状況からも行けない状況にあるわけではない。

(e) 従来の派遣ではなく、日本がこのような状況にあるなかで何か考慮できないか。たとえば被災したジュニアクラブなどに寄せ書きなどのエールをもらってくるなどの動きを検討していく。

(2) 選考方法について
1 2011年ＪＯＤＡナショナルチーム 最終選考会は中止としたが、今後の選考方法については、2010年 第42回 日本オプティミストセーリング選手権大会でのNOR「20.5　 万一、最終選考会が成立しなかった場合、2011年度の世界選手権および規定の大陸選手権への出場選手は本大会の成績をもって上位より選考される。」に基づき海外派遣を決定する。
2 具体的な決定方法は、上位者の選手若しくは保護者に事前に連絡先を指定してもらう。その後、特定の日にJODAレース委員から対象の選手若しくは保護者に指定連絡先にて、派遣希望大会を確認する。すべて確認後に速やかに公表することとする。
(3) NT合宿について
1 NT合宿は、当初の予定どおり平成23年4月29日～5月1日の日程で和歌山セーリングセンターにおいて開催する。
2 例年通り、ナショナルチームに内定した選手はすべて参加することとし、理事会認定の後にJODAナショナルチームの認定を行う。
3 申し込み時に、JSAF、JODAの2011年度会員番号を記載してもらうこととし、会員登録がない場合には認定を行わないこととする。
4 申し込みの締め切りは、平成23年4月18日とする。

5 合宿においては、例年通りチームレースの練習も実施する。

(4) 世界選手権コーチについて
1 OP世界選手権のコーチについては、JSAFと協議中である。

議題２　年間日程について

　　今回の震災を鑑み、JODAの年間日程について実施可否を含め審議を行った。

(1)　東西選手権

1 東日本選手権、西日本選手権については年間計画通りの日程にて開催を行う。
2 万一、東西選手権が不測の事態により開催できなかった際の全日本選手権出場枠付与の考え方については、4月29日以降に開催される全日本選手権枠付レースから、参加選手数とレース数を考慮した参考レースを以て全日本選手権出場者を決定することとする。

＜討議内容＞

(a) 東日本エリアにおける計画停電の状況と夏以降に想定される事項

(b) 東日本選手権の開催地である葉山新港の震災の影響と状況

(c) 東西選手権が実施できなかった場合の全日本選手権の枠付与の考え方。クラブ枠の拡大、参考レースの考え方等討議

(2)全日本選手権
1 全日本選手権について、年間計画通りの日程（平成23年8月20日～8月23日）にて開催する。
万一、全日本選手権が成立しなかった場合には、全日本選手権は中止とし、2レース以内で実施の場合はその全てのレースをゼロクリアとし、別日程で全日本選手権の開催を検討する。
＜討議内容＞

(a) 東日本選手権に開催リスクがある以上、延期を検討する必要もあるのではないか。

(b) 東日本エリアにおける計画停電の状況と夏以降に想定される事項を考慮すると、影響を受けない、より関東エリアに近い蒲郡等でも開催もあるのではないか。
(c) 日程についても、計画停電が実施される可能性の高い8月開催ではなく、11月に今年度に限り開催あるのではないか。

(d) 11月開催の場合は、お祭りが唐津で開催されることから宿泊の手配の都合上唐津での開催は無理となる。実施しないならば、本日中に実施しない決定が必要。

(e) 現状では、先の状況が不透明。また改善している可能性もある。準備を進めている唐津の状況も考慮すべき。

(3)　全日本チームレース

　①　全日本チームレースにおけるＮＴ選考会への出場枠については、ＩＯＤＡで主

流となっている4人制チームレースの導入を前向きに検討することを以て、少なくとも2チーム6枠、最大8枠を付与することとする。

議題３　２０１２年の主要大会候補について

(1) ＮＴ選考会

1 今回、不測の事態により実施できなかった和歌山の方向で進める。
(2) 東西選手権

1 現状においては、東は葉山、西は唐津とする。

(3) 全日本選手権

1 2年連続、西日本となっていることから、東日本エリアの理事を中心に実施候補地に働きかけていく。
議題４　出前コーチについて

(1) 沖縄がＪＯＤＡ主催レースでるようになるなど、一定の成果はあがった。特に開催要望がないので、今後は松島名取ジュニアへの支援等の状況を見て行っていくこととする。
議題５　震災支援について

東日本大地震にあたり、松島名取ジュニアをはじめとして東北のジュニアクラブへの

支援について協議を行った。

(1) 支援金

1 本年度の全日本枠付レースの枠金（1枠5000円）分から、支援金を被災したＪＯＤＡ加盟を中心に寄付することとしたい。今後、現地の状況等をみて検討していく。
(2) 東日本出場・全日本選手権出場
1 東日本選手権についても、現地の状況次第ではあるが、出場したい意向があれば、出来る限り支援してくこととする。
2 全日本選手権についても、同様の対応とする。

議題６　全日本選手権準備状況

(1) 宿泊施設
1 現状、参加者の宿泊施設を確保すべく旅館協同組合と協議中

2 宿泊費用は、グレードにより6千円～1.2万円の幅となる見込み

(2) 大会準備

1 現地の関連団体へは協力を要請済

2 大会ホームページを近々公開予定

(3) 日程

1 レセプションの日程は調整中
2 ＪＯＤＡ総会の日程は、20日とする。
(a) 総会に向けて、6月末までに各委員会は次年度予算と事業計画を策定

(b) 総会資料の印刷の関係から、7月10日までに資料を事務局まで送付すること

(c) 次回理事会までに、2010.11～2011.3までの事業報告及び2011.4～2012.3の予算中間報告、2012.4～2013.3の予算と事業計画を各理事は持参のこと

議題７　イヤーブックについて

(1) 掲載期間
1 2010.11～2012.3までの情報を載せることとする。ワールドについては、マレーシアとニュージーランドが２つ掲載されることとなる。

2 以降については、年度毎に制作することとする。

(2) 広告

1 広告については、次々回の全日本とセットとする。唐津全日本でのイヤーブック配布は行わない。

議題8　標準SI、標準NORの作成について
(1) 唐津での全日本のNOR、Siを、標準NOR、Siにできるだけ近づける材料として取り組んでいく。
(2) ペナルティの評価方法については、DPIは事前に理解が必要となるのでJODAホームページで公開する。
次回の理事会は平成22年6月中旬の予定
以上
